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1. 授業の概要（ねらい）
今日の日本経済は、様々な企業、あるいはそれらにより構成される各種業界により成り立っている。彼らの営為に基づきな
がら様々な商品・サービス・技術が社会へと提供されている点に注目しながら、本演習では、企業史・業界史の整理をメイ
ンテーマとする。当方によるガイダンス的な講義を前提としながら、受講生各人が調査対象となる企業や業界を設定し、そ
れらについての調査報告を教室にて発表し、年度の終わりにレポートを作成する。就職活動や卒業論文の作成への羅針盤
として意味のある学修時間を期待したい。

2. 授業の到達目標
企業や業界についての史的変遷を丁寧に整理することができる。
調査結果を論理的に文章化することができる。
作成した成果を口頭でわかりやすく説明することができる。
調査結果の報告を通じて有益なディスカッションを行うことができる。

3. 成績評価の方法および基準
授業への貢献度点（50点）とレポート点（50点）の合計点による。

4. 教科書・参考文献

5. 準備学修の内容
【予習】授業時に提示した重要キーワードについての事前調査学習
【復習】講義録に論述を施した再整理

6. その他履修上の注意事項

7. 授業内容
【第１回】 ガイダンス
【第２回】 講義（１）—企業史へのアプローチ—
【第３回】 講義（２）—業界史へのアプローチ—
【第４回】 講義（３）—レポート作成について—
【第５回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表①
【第６回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表②
【第７回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表③
【第８回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表④
【第９回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表⑤
【第10回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表⑥
【第11回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表⑦
【第12回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表⑧
【第13回】 「企業史・業界史」の調査結果についての成果発表⑨
【第14回】 「企業史・業界史」の調査結果についての総括的ディスカッション①
【第15回】 「企業史・業界史」の調査結果についての総括的ディスカッション②


